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図１ 表面二層化構造 
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本体温度上昇ムラは小さく、かつフィン付アルミ放熱板の採用とファン
流出速度の増大により温度上昇が低減
→ 低消費電力化に表面二層構造を応用 !!

ファン流出速度＝5.9 m/sファン流出速度＝0.1 m/s

図２ 表面二層化構造の放熱効果（数値シミュレーション） 

内外部熱源による機器の熱変形を簡便な方法で低減できます。 

シーズ名 
(副題) 

熱変形低減法 
 (接合面を活用した表面二層化構造) 

こんなことが出来ます！ 

【従来の問題点】 

冷却媒体として液体を使用する従来の

熱変形低減法は製造コストやランニン

グコストが高い。 

【解決したポイント】 

高熱伝導率放熱部材および高剛性・低

熱伝導率部材を機器内部に配置し、機

器表面に設置の放熱板を強制空冷す

る。 

発明者からのメッセージ

技術の概要 
機器内部の熱源による熱変形を低減させるためには、熱源の熱を機器内に拡散させずに素

早く外部に放出させ、機器の温度上昇および温度上昇ムラを防止することが必要である。表

面二層化構造（図 1）は、機器中の接合面に熱拡散防止のための高剛性・低熱伝導率部材

を、また熱源近傍に放熱のための高熱伝導率部材をそれぞれ配置し、機器表面に設置した放

熱板を強制空冷するというものである。 
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表面二層化構造を採用すれば、機器

の温度が周辺温度より低い場合は機

器内部の熱を外部に放出し、高い場合

は外部の熱を機器内部に吸収して機

器の温度上昇の軽減と均一化ができ

るため、機器の熱変形低減が低消費

電力で可能です。 

 


